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最近の Type-Ia supernovaの観測により、我々の宇宙は現在加速膨張の phaseにあるのではないか、というこ
とが示唆されている。この状況を説明する方法の１つは Quintessence, K-essence などのスカラー場を導入する
ことにより、現在の宇宙で負の圧力を持つような物質が宇宙のダイナミクスを支配していると考えることである。
特に K-essence についてはその特徴の一つとして、現在に近くなって初めてそのエネルギー密度が matter のエネ
ルギー密度を越えるという性質があるため、なぜ丁度今のように構造形成が進んだ後で加速膨張の phase に入っ
たのかということを考える必要がなくなる。また、これらのスカラー場の理論はその時間依存性を予言し、その
エネルギー密度は宇宙の background のエネルギー密度を track するという大きな特徴があるため、ビックバン
元素合成や CMBの揺らぎなどは、このスカラー場によって強い影響を受けることが予想される。我々はこの時
間依存性に特に注目し、radiation dominated era においては確かにビックバン元素合成からこれらのスカラー場
へ強い制限をつけられることが分かった。今回の講演では、観測される宇宙初期に合成された軽元素量から、こ
れらのスカラー場の性質にどのような制限を与えられるかについての我々の最新の研究結果を報告する。


